
　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
民
間
の
社
会

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
昭
和
26
年
に
制
定
さ
れ
た

社
会
福
祉
事
業
法
に
基
づ
い
て
、
全
国

の
市
町
村
に
必
ず
設
置
さ
れ
て
い
る
非

営
利
民
間
組
織
で
す
。
福
島
町
で
は
、

昭
和
62
年
７
月
１
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
関
連
事
業
を
主
と
し
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪
問
し
て

身
体
の
介
護
や
生
活
支
援
を
行
う
「
訪

問
介
護
事
業
」、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
車

両
に
よ
る
、
自
宅
で
入
浴
で
き
な
い
方

へ
の
「
訪
問
入
浴
介
護
事
業
」、
一
人
で

病
院
を
受
診
す
る
の
が
困
難
な
方
を
リ

フ
ト
車
で
送
迎
す
る
「
移
送
サ
ー
ビ
ス
」、

在
宅
の
要
介
護
者
が
適
切
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
す

る
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
」
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、「
訪
問
入
浴
事
業
」
は
、

西
南
４
町
（
松
前
町
・
福
島
町
・
知
内
町
・

木
古
内
町
）
で
現
在
福
島
町
の
み
が
行
っ

て
お
り
、
浴
槽
は
冬
で
も
湯
冷
め
し
に

く
い
、
最
新
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
以
降
、
町
内
の
高

齢
者
を
戸
別
訪
問
し
、
世
帯
状
況
や
緊

急
時
の
連
絡
先
、
主
治
医
等
の
情
報
を

把
握
し
て
支
援
台
帳
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
介
護
関
連
事
業
に
役
立
て
て
い
る

ほ
か
、
災
害
時
の
迅
速
な
救
助
活
動
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

支
援
す
る
た
め
、
定
期
的
に
電
話
を
か

け
て
安
否
を
確
認
す
る
「
安
心
サ
ポ
ー

ト
電
話
事
業
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
電

話
に
出
て
も
ら
え
な
か
っ
た
場
合
、
時

間
を
お
い
て
か
ら
何
度
か
電
話
を
か
け
、

そ
れ
で
も
出
な
か
っ
た
場
合
は
自
宅
へ

訪
問
し
ま
す
。
今
年
の
３
月
末
現
在
の

登
録
者
は
26
名
で
、
電
話
回
数
は
１
，

３
６
７
回
、
そ
の
う
ち
体
調
不
良
者
へ

の
緊
急
対
応
を
３
回
行
い
、
高
齢
者
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
相
談
の
窓
口
業
務
も
行
っ

　今回は、福島町社会福祉協議会を代表して、事務局長の金
かな

谷
や

　栄
えい

一
いち

郎
ろう

さんを取材させていただ
きました。
　同協議会は、現在20名で活動しており、訪問介護などによる介護関連事業や福祉団体への補
助及び育成、高齢者宅などの除排雪事業等、さまざまな分野で事業を行っています。（上写真は
同協議会の皆さん、中央が事務局長の金谷さん）

幅広い分野で、地域の福祉向上を図る…

福島町社会福祉協議会

問
２
．�

事
業
内
容
に
つ
い
て
、
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
！

問
１
．�

福
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

で
き
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

▲�訪問入浴サービス車両
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